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午 i よ承 受 と
の 試 を よ も
_本 に ―車二 い  と享
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テ1  照   る  余   しつ
っ 戒  ti 内  法
た 内  反  面 F の
' ブ
 ヽ | と, 1 子ごと 具｀
を 瞳成
禁 性 正 骨
1) に  と  しこ
こ
の
再
ル
魂
代
の
卑
駒
再
究
よ
う
見
て
柔
●
て
如
何
な
る
債
値
乃
ん
や
と
云
ふ
問
題
Ｆ
祐
く
置
く
よ
フ、
こ
の
ｌｉｌ
水
論
メ
か
く
て
支
那
日
本
と
諭
読
せ
ら
，１
．
ｒ
結
果
と
し
て
我
々
の
鬼
近
が
す
こ
の
出
本
浪
文
化
的
慣
値
問
題
と
、
空
に
支
郭
及
日
本
に
於
け
る
得
停
桶
宴
一と
“才
常
な
る
開
係
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
３
大
脱
仔
停
編
察
の
事
業
は
之
を
大
別
し
て
二
つ
ｎ
ｉ
方
面
よ
う
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
こ
邸
ち
一
卜
耐
師
歴
代
の
事
蹟
を
明
昧
に
１
／ｔ
且
賛
仰
し
衆
ね
て
暗
化
利
爺
の
方
便
に
交
す
る
の
意
岡
の
舟
で
あ
う
ぅ　
一
に
開
〓
以
々
の
耐
怖
圧
代
の
血
販
和
永
を
明
に
Ｌ
て
以
て
自
己
に
互
る
孜
相
歌
剣
の
正
流
否
正
統
、
於
に
勝
劣
を
批
州
す
る
と
共
に
衆
ね
て
■
等
耐
‐１‐ＩＦ
の
車
政
を
明
に
す
る
こ
工
で
あ
る
一
か
く
見
る
特
支
那
に
於
け
る
梁
高
借
得
以
下
所
謂
三
種
乃
至
四
瓶
高
府
停
を
始
比
怖
成
統
記
，
景
徳
偉
嫌
鉄
。
作
法
正
宗
記
等
殊
に
俳
刑
一統
誼
以
下
話
停
上
悉
く
こ
れ
相
承
血
振
を
明
に
す
る
所
に
著
作
の
長
意
が
あ
る
．
こ
の
事
は
我
用
に
於
屯
主
フ児
る
こ
と
が
出
来
る
，
常
孜
大
師
内
誇
佛
法
■
版
加
求
譜
に
、
彼
の
薩
省
回
戒
相
承
の
正
乱
を
主
張
す
る
篤
あ
に
作
製
さ
れ
た
の
で
Ｌ
あ
る
が
、
無
し
共
反
面
に
は
商
」部
内
★
チ
よ
！，
し
て
、
大
怖
支
那
留
撃
が
如
何
に
も
抜
月
打
〓
ヽ
い
し
馬
め
に
「‐邊
舶
【末
隼
ら
徒
一
よ
く
■
の
四
京
を
正
戒
に
椋
承
し
得
た
で
あ
ら
う
か
十
一非
靴
さ
れ
た
に
あ
う
と
云
と
■
て
る
る
。
か
く
て
日
不
天
古
■
い
密
設
に
於
て
！
其
和
ス
血
販
を
論
議
す
る
こ
と
特
に
者
Ｌ
／
く
徒
つ
て
４
等
ｎ
眠
討
。
相
承
譜
。
血
続
論
等
ほ
基
海
の
異
言
付
法
律
、
日
珍
の
胎
企
血
阪
問
等
を
始
め
と
だ
多
い
．
共
結
果
上
し
て
血
販
テー目
水
を
中
心
Ｌ
す
る
哲
告
に
、
例
へ
ぼ
耗
然
の
亘
函
佛
法
臨
通
維
起
を
始
め
、
怖
苫
曹
洞
雨
家
の
諸
唇
停
衷
他
各
宗
に
之
を
見
る
こ
卜
一
が
出
来
た
す
か
く
て
相
承
論
の
問
題
は
ほ
偉
編
察
の
上
に
直
接
影
響
を
興
へ
、
文
一
面
走
等
が
だ
法
和
承
ら
峰
法
一誰
画
市
に
つ
い
て
企
い
不
丁
本
せ
七
二
七
「
る
■
兵
打
≡
ァ
一ユ
　
　
盆
畑
七
一一
一（
を
し
て
(ろう0)
一い
と
一花
Ｈ
一市
に
つ
ｒ
一
≡
≡
十峰
本
丁
一！小
）
形
■
と
る
ヽ
Ｆ
ｉ
於
イ
ラ、
中
世
”
市
ば
思
想
の
村
遠
と
相
侯
つ
て
立
息
す
べ
ふど
で
力
，い
う
ゥ
十し
一十
一へ
計
道
つ
に
停
相
停
に
学
響
を
典
へ
て
え…‐
モ
事
卜
☆
―
―
こ
の
小
市
は
　
中
せ
に
於
け
る
下
ｆ
と
、
大
古
こ
吉
汗
土
寺
詰
京
と
”
孜
空
的
至
サ
乃
〓
市
■
あ
合
世
系
と
性
め
ん
と
下
る
ヽ
回
り
下
に
、
其
前
提
と
し
一
、
一憲
★
一工
一
一
端
と
見
た
に
過
ゴ
ｉ
二
ｃ
ｉ
〔
一
一
士
ほ
□
下
■
■
平
一材
す
千
十
千
キ
丁
ｔｉ‐
・
に
一一享
乱
丁
、
一一す
照
わ
や
ド
■
千
■
。
‐
―
―
